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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，不安障害の児童を対象に家族に焦点を当てた認

知行動療法の効果を検討することであった。対象者は 12 名の不安障害の基準に合致した

児童であった。親子認知行動療法では，児童と親は 10 セッションからなる集団認知行動

療法プログラムに参加した。さらに，親のみを集めた４セッションも準備された。分析の

結果，３ヶ月時点において，６名が主たる不安の基準から外れることが示された。また，

臨床家評定と親評定の不安尺度においても改善がみられた。 

 
研究成果の概要（英文）：This study evaluated family-based cognitive behavioral therapy for 
children with anxiety disorders. Twelve Japanese children who were diagnosed with an anxiety 
disorder and their parents participated in the Parent-Child Cognitive Behavior Therapy 
(CBT-PC) program. There were two active components for children and their parents. First, 
children and parents participated in the 10-session group CBT program for Japanese children. 
Second, parents participated in the four parental sessions. Three months following treatment, 6 
children who participated in the CBT-PC programs no longer met criteria for their principal 
anxiety disorders. In addition, children showed significant improvement for the Clinical 
Significance Ratings and parent-reported anxiety.  
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１． 研究開始当初の背景 

児童青年（主として 7～15歳）の精神障害
の中でも，不安障害は最も有病率の高い問題
の１つであるとされ，近年注目が集まるよう
になってきた。例えば，児童青年の不安障害

の有病率について，６ヶ月有病率では 9.1％
～17.7%，生涯有病率では 12.7％～27.0%と報
告されている（Costello et al., 2004）。児童青
年の不安障害の症状（以下，不安症状とする）
は，その時点において，主観的，社会的不適
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応をもたらすばかりではなく，年齢に応じて
問題の様相を変えながらも，成人期まで維持
されることが多く，うつ病をはじめとしたさ
まざまな精神疾患のリスクとなるとされて
いる（石川，2010）。そして，既に我が国の
児童青年においても，欧米諸国に匹敵する程
度の不安症状の報告がなされている
（Ishikawa et al., 2009）。以上のことから，児
童青年の不安障害に対する効果的な心理療
法の開発と実践は，我が国における臨床心理
学研究において重大な課題の一つである。 

実証に基づく心理療法の基準において，児
童青年の不安障害に対して有効性が実証さ
れているのは認知行動療法（CBT）だけであ
る（Silverman et al., 2008 参照）。そして，こ
のレビ ュー論文に前後して発刊された研究
によって，そのエビデンスはより強固なもの
となっている（CAMS Study; Walkup et al., 

2008）。その一方で，先行研究においては，
親を含めた CBT の有効性については一貫し
た結果が得られていない。我が国においては，
親から子どもへの不安症状の伝達において，
欧米圏とは異なる特徴があることが示唆さ
れているものの（Essau et al., 2011），我が国
において親を対象とした CBT プログラムの
実践は報告されていない 

 

２．研究の目的 

 本研究では，子ども本人に対する CBT

（Child Cognitive Behavior Therapy: CCBT）だ
けではなく，親への介入プログラムを組み合
わ せ て 実 施 す る 親 子 認 知 行 動 療 法
（ Parent-Child Cognitive Behavior Therapy: 

CBT-PC）を開発し，その効果について検討す
ることを目的とした。  

      

３．研究の方法 

(1) 募集手続きと対象者 

本研究の実施においては，同志社大学「人
を対象とする研究」倫理委員会の承認を得て
いる。 

対象者の募集手続きは，地域のコミュニテ
ィ誌を通じて行われた。その結果，小学生 12

名（男子４名，女子８名；平均 9.58 ±1.11

歳）を対象とした。対象者の不安障害の内訳
は，分離不安障害３名，社交不安障害 11名，
特定の恐怖９名，全般性不安障害５名であっ
た（述べ人数）。12 名中９名（75.00％）が複
数の不安障害を有していた。 

(2) 認知行動療法プログラム 

親子認知行動療法（以下，CBT-PCプログ
ラム）は，先行研究（石川ら，2008）を参考
に作成された。子ども用のプログラムは集団
形式で実施された。全 10セッションで構成
されており，各セッションは 60～90分で終
了するよう作成されている。親は，子どもの
セッションを部屋の後ろで見学しており，終

了後には感想カードへの記入が求められ，必
要に応じてリーダーらが質問などを受けた。
加えて，第４，５，７，９回の後には，親を
対象としたプログラムが実施された。 

(3) 効果指標 

プログラム開始時点，終了時点，３ヶ月フ
ォローアップ時点において，以下の半構造化
面接，自己評定と親評定の尺度によるアセス
メントが実施された。 

①Anxiety Disorders Interview Schedule for 

DSM-IV（ADIS；Silverman & Albano, 1996） 

②Spence Children’s Anxiety Scale（SCAS; 

Spence, 1998） 

③Depression Self-Rating Scale for Children

（DSRS；Birleson, 1981） 

④Children’s Depression Inventory（CDI；
Kovacs, 1985） 

⑤Parent version of the Spence Children’s 

Anxiety Scale（SCAS-P; Nauta et al., 2004） 

 

４．研究成果 

ADIS の面接の結果については，Last 

Observation Carried Forwardを適用して分析
を行った。治療終結時点では，３名が主たる
不安障害の基準から外れることが示された
（ITT = 25.00%, Com = 33.33%）。また，３ヶ
月時点では，６名が主たる不安の問題が改善
していることが示された（ITT = 50.00%, Com 

= 66.67%）。 

 次に，ADIS の重症度評定について検討を
行った。時期（Pre, Post, 3-months）を要因と
する分散分析の結果，主効果が有意であった
（F (2, 22) = 5.74, p < .01）。Fig. 1 に示すよう
に Bonferroni の方法による多重比較の結果，
Pre と 3-months の間に有意な低減がみられた
（p < .01）。 

 自己評定尺度については，混合モデルによ
る分析を採用した。その際，時期（Pre, Post, 

3-months）を固定効果，対象者を変量効果と
して分析を行った。ITT 分析においては，
SCAS（F (2, 17.17) = 1.72），DSRS（F (2, 18.37) 

= 1.60）においては有意な主効果はみられな
かったが，CDI（F (2, 14.58) = 4.04, p < .05）
においては時期の主効果が有意であった。こ
の結果について，Bonferroni の方法による多
重比較を行った結果，Pre と 3-months の間で
の差が有意傾向であった（p < .10）。同様の結
果は完遂者分析においても認められた。 

 自己評定尺度と同様に，SCAS-P において
も混合モデルによる分析を行った。その結果， 

ITT 分析において時期の主効果が有意であっ
た（F (2, 18.71) = 8.00, p < .01）。Bonferroni の
方法による多重比較を行った結果，Pre から
Post にかけて有意な低減がみられ（p < .05），
Pre と 3-months の間の差も有意であった（p 

< .01）。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究は，子ども本人に対するプログラム
に加えて，親への積極的な治療構成要素を含
む親子認知行動療法（CBT-PC）の効果を検討
するものであった。本研究の結果，CBT-PC

を完遂したもののうち，プログラム終結時点
ではおよそ３分の１の子どもが主たる不安
障害の基準から外れ，３ヶ月時点では半分以
上の子どもが主たる不安の問題を克服して
いることが明らかとされた。また，ADIS の
重症度評定において有意な低減がみられる
とともに，３ヶ月時点では，参加者の平均で
不安障害に当てはまる水準を下回ることが
明らかにされた。欧米諸国と比して児童青年
に対する CBT が普及しているとは言いがた
い我が国の現状を踏まえると（石川，2009），
本研究の成果は一定の臨床的有用性がある
ものと考えられる。今後はより頑健なデザイ
ンにおける効果研究を蓄積していくことが
必要不可欠である。 
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